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・水圏生物の様々な特性をゲノムや遺伝子から解き明かそう
としております。
・DNAやRNAを用いて各生物個体やそれらの生物が存在する環
境の状態を評価したいと考えております。
・遺伝子・RNAやペプチドを活用して、農学や医学への応用を
目指しております。
・生命が誕生し、進化するためにはどの程度の試行錯誤の空
間が必要であるかを考えております。
・どのようにすれば、このように（現実に）生命が誕生し、
進化できるのかを考えおります。
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